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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年６月期第１四半期 1,843 22.9 △48 － △36 － △41 －

2023年６月期第１四半期 1,500 14.1 △31 － △16 － △26 －

（注）包括利益 2024年６月期第１四半期 △46百万円 （－％） 2023年６月期第１四半期 △34百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年６月期第１四半期 △26.29 －

2023年６月期第１四半期 △16.90 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年６月期第１四半期 4,504 2,079 46.2

2023年６月期 4,147 2,125 51.2

（参考）自己資本 2024年６月期第１四半期 2,079百万円 2023年６月期 2,125百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年６月期 －

2024年６月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 3,800 12.2 140 △15.8 140 △17.3 70 △13.8 44.76

通期 8,000 8.5 500 8.1 530 6.9 300 11.2 191.82

１．2024年６月期第１四半期の連結業績（2023年７月１日～2023年９月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年６月期の連結業績予想（2023年７月１日～2024年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年６月期１Ｑ 1,564,100株 2023年６月期 1,564,100株

②  期末自己株式数 2024年６月期１Ｑ 134株 2023年６月期 113株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年６月期１Ｑ 1,563,970株 2023年６月期１Ｑ 1,560,534株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規       － 社 （社名）                       、除外       － 社 （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

　　（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（2023年７月１日から2023年９月30日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウイ

ルス感染症の感染法上の位置付けが５類へ移行され経済の正常化が一段と進んだことに加え、各種政策の効果もあ

って、緩やかに持ち直しの動きがみられました。しかしながら、世界的な金融引き締め等を背景とした為替相場の

急激な変動や、物価上昇による家計や企業への影響等により、依然として先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

　当社グループを取り巻く経営環境は、建設関連サービス事業及び建設事業では、公共投資が堅調に推移し、先行

きについても、防災・減災、国土強靭化関連予算等の執行により、底堅く推移していくものと見込んでおります。

人材関連サービス事業では、主要顧客が属する建設業界において、建設業就業者数の減少が続くとともに、高齢化

も進行していることから、今後も生産体制を維持していくために、派遣技術者や外国人材への需要は堅調に推移し

ていくものと見込んでおります。介護事業では、新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置付けが５類へ移行さ

れ、新型コロナウイルス感染時に一律で事業所の休業を行うのではなく、個別の状況に応じて営業継続が可能とさ

れるなど、一部に対応の緩和の動きがみられました。介護保険事業の利用者数は全体として増加傾向にあることか

ら、今後も市場は拡大するものと見込んでおります。

　このような状況のもと、当社グループは、グループ経営基盤の強化、グループネットワークの拡大に取り組み、

2023年７月３日付けにて株式会社フジ土木設計（北海道旭川市）の株式の取得（当社の孫会社化）を行いました。

なお同社は、当第１四半期連結会計期間より当社グループ業績に貢献しております。

　以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,843,319千円（前年同期比

22.9％増）、営業損失48,218千円（前年同期は営業損失31,109千円）、経常損失35,620千円（前年同期は経常損失

15,622千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失41,121千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

26,376千円）となりました。なお、株式会社フジ土木設計の株式取得に伴う一時費用であるアドバイザリー費用等

の24,000千円ならびに2023年11月１日付けでの今田建設ホールディングス株式会社の株式取得に伴う一時費用であ

るデューデリジェンス費用の9,164千円は販売費及び一般管理費に含まれております。

　当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の経営成績は、次のとおりであります。なお、セグメント別の

売上高及び利益は、連結相殺消去前の数値を記載しております。

①建設関連サービス事業

　建設関連サービス事業においては、受注済み業務の進捗が好調に推移したこと、株式会社フジ土木設計（2023年

７月グループ加入）が当事業に加わったことなどにより、売上高は820,962千円（前年同期比10.6％増）、セグメ

ント利益は21,397千円（同75.3％増）となりました。また受注高については、国土交通省及び地方自治体等からの

発注、株式会社フジ土木設計の加入などにより、1,041,767千円（同9.5％増）になり、受注残高は2,344,952千円

（同11.0％増）となりました。

②人材関連サービス事業

　人材関連サービス事業においては、警備事業が地方自治体からの受注により好調に推移したことやカンボジアか

らの人材送り出し事業が再開したこと、2023年１月に実施した事業譲受（人材派遣事業）に伴う売上増が寄与した

ことなどから、売上高は376,736千円（前年同期比24.6％増）、セグメント利益は31,634千円（同22.9％増）とな

りました。

③建設事業

　建設事業においては、前期から繰り越した期首受注残が多かったこと、株式会社三川土建（2023年１月グループ

加入）の売上が寄与したことなどから、売上高は455,324千円（前年同期比55.2％増）となりました。一方、セグ

メント損失については、一部工事の着工遅れや工期延長など厳しい状況が続いたことから、5,905千円（前年同期

はセグメント利益32,139千円）となりました。受注高については、前年同期の好調な受注に対する反動減により、

369,797千円（同44.0％減）となり、受注残高は987,603千円（同16.9％増）となりました。

④介護事業

　介護事業においては、各事業所の稼働率が回復傾向に推移したことから、売上高は190,297千円（前年同期比

16.2％増）となりました。またセグメント利益については、新型コロナウイルス感染症による事業所の一律休業や

利用者の利用控えなどの影響が大きかった前第１四半期連結会計期間に対し、感染法上の位置付けが５類に移行さ

れたことに伴い、回復の兆しを見せ、33,178千円（同161.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は4,503,638千円となり、前連結会計年度末に比べ356,770千円増

加いたしました。

　流動資産は2,684,956千円となり、前連結会計年度末に比べ260,624千円増加いたしました。これは主に現金及び

預金が386,914千円減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が512,899千円、前払費用が14,927千円、未収

入金が21,534千円、流動資産のその他（仮払法人税等等）が91,696千円増加したことによるものであります。

　固定資産は1,818,682千円となり、前連結会計年度末に比べ96,146千円増加いたしました。これは主に建物及び

構築物が5,278千円、土地が16,568千円、リース資産が13,624千円、有形固定資産のその他（工具、器具及び備品

等）が7,313千円、のれんが36,276千円、繰延税金資産が17,065千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は2,424,735千円となり、前連結会計年度末に比べ402,980千円増

加いたしました。

　流動負債は1,584,263千円となり、前連結会計年度末に比べ139,463千円増加いたしました。これは主に未払法人

税等が108,196千円減少したものの、買掛金が164,200千円、賞与引当金が77,070千円増加したことによるものであ

ります。

　固定負債は840,472千円となり、前連結会計年度末に比べ263,516千円増加いたしました。これは主に長期借入金

が185,632千円、役員退職慰労引当金が40,000千円、退職給付に係る負債が28,581千円増加したことによるもので

あります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,078,903千円となり、前連結会計年度末に比べ46,210千円

減少いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純損失を41,121千円計上し同額の利益剰余金が減少し

たこと、為替換算調整勘定が5,058千円減少したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は46.2％（前連結会計年度末は51.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年11月１日付けで当社の子会社である株式会社メイホーエクステックが今田建設ホールディングス株式会社

（大阪府大阪市）の株式の取得を行っておりますが、2024年６月期の業績に与える影響を精査中であるため、本件

につきましては、現在のところ、連結業績予想には含まれておりません。

　2024年６月期における連結業績予想につきましては、現時点において2023年８月10日に公表いたしました内容に

変更はありません。

　なお、業績予想につきましては、当社が現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

（４）経営方針

①会社経営の基本方針

　当社は、「永続的発展的な企業を創り　全従業員のしあわせを追求するとともに　将来世代がしあわせを実感で

きる社会に貢献します。」というグループミッションのもと、地域創生を行う会社です。

　Ｍ＆Ａを活用しながら、将来不安を感じている中小企業や成長意欲の高い中小企業に対して経営効率化・人材支

援・業務連携をサポートすることで、各企業ならびに地域社会に永続的発展的なしあわせを提供することを目指し

ます。

②長期的な経営戦略

　当社は、長期的な経営戦略として次の４点を推進してまいります。

・Ｍ＆Ａの推進

・グループとしての一体感の醸成

・経営改善活動の推進

・メイホーグループの知名度向上
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,127,134 740,221

受取手形、売掛金及び契約資産 1,095,446 1,608,344

電子記録債権 － 3,009

原材料及び貯蔵品 30,631 36,440

前払費用 47,200 62,127

未収入金 106,393 127,927

その他 17,587 109,283

貸倒引当金 △59 △2,396

流動資産合計 2,424,332 2,684,956

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,417,376 1,502,419

減価償却累計額 △911,446 △991,211

建物及び構築物（純額） 505,930 511,208

土地 514,891 531,459

リース資産 48,601 60,695

減価償却累計額 △40,217 △38,686

リース資産（純額） 8,385 22,009

その他 653,949 700,647

減価償却累計額 △570,409 △609,795

その他（純額） 83,539 90,852

建設仮勘定 － 107

有形固定資産合計 1,112,744 1,155,635

無形固定資産

のれん 346,361 382,638

その他 46,988 47,835

無形固定資産合計 393,349 430,472

投資その他の資産

投資有価証券 6,630 6,690

敷金及び保証金 61,079 59,954

繰延税金資産 125,717 142,783

その他 23,016 23,148

投資その他の資産合計 216,443 232,575

固定資産合計 1,722,537 1,818,682

資産合計 4,146,868 4,503,638

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 184,969 349,169

１年内返済予定の長期借入金 34,992 67,872

リース債務 5,602 9,749

未払金 39,804 57,804

未払費用 374,265 398,615

未払法人税等 139,910 31,714

未払消費税等 149,403 55,130

契約負債 285,266 242,443

預り金 49,465 110,369

賞与引当金 165,035 242,105

工事損失引当金 13,813 16,865

その他 2,276 2,428

流動負債合計 1,444,800 1,584,263

固定負債

長期借入金 297,512 483,144

リース債務 4,565 15,306

役員退職慰労引当金 55,175 95,175

退職給付に係る負債 158,413 186,993

資産除去債務 46,834 47,002

繰延税金負債 10,471 9,090

その他 3,986 3,763

固定負債合計 576,956 840,472

負債合計 2,021,756 2,424,735

純資産の部

株主資本

資本金 446,492 446,492

資本剰余金 346,492 346,492

利益剰余金 1,359,492 1,318,371

自己株式 △172 △203

株主資本合計 2,152,304 2,111,152

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △27,191 △32,249

その他の包括利益累計額合計 △27,191 △32,249

純資産合計 2,125,113 2,078,903

負債純資産合計 4,146,868 4,503,638
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2022年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 1,499,903 1,843,319

売上原価 1,102,618 1,394,544

売上総利益 397,286 448,775

販売費及び一般管理費 428,394 496,993

営業損失（△） △31,109 △48,218

営業外収益

受取利息 52 69

受取配当金 1 1

為替差益 9,821 8,640

受取地代家賃 3,157 3,537

その他 4,105 1,461

営業外収益合計 17,137 13,708

営業外費用

支払利息 1,459 1,064

その他 190 46

営業外費用合計 1,649 1,110

経常損失（△） △15,622 △35,620

特別利益

固定資産売却益 － 1,379

その他 － 34

特別利益合計 － 1,412

特別損失

固定資産売却損 － 92

固定資産除却損 964 9

投資有価証券売却損 － 294

特別損失合計 964 394

税金等調整前四半期純損失（△） △16,585 △34,602

法人税等 9,791 6,519

四半期純損失（△） △26,376 △41,121

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △26,376 △41,121

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2022年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純損失（△） △26,376 △41,121

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △7,519 △5,058

その他の包括利益合計 △7,519 △5,058

四半期包括利益 △33,895 △46,179

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △33,895 △46,179

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　該当事項はありません。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間より、新たに株式を取得した株

式会社フジ土木設計を連結の範囲に含めております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっており

ます。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
建設関連

サービス事業
人材関連

サービス事業
建設事業 介護事業

売上高

外部顧客への売上高 742,448 300,376 293,305 163,775 1,499,903

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 1,992 － － 1,992

計 742,448 302,368 293,305 163,775 1,501,895

セグメント利益 12,203 25,738 32,139 12,694 82,774

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 82,774

セグメント間取引消去 3,682

全社損益（注） △117,564

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △31,109

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　（注）全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

　「建設関連サービス事業」セグメントにおいて、株式会社安芸建設コンサルタントの株式を取得し、連結

の範囲に含めたことにより、のれんが209,240千円増加しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
建設関連

サービス事業
人材関連

サービス事業
建設事業 介護事業

売上高

外部顧客への売上高 820,962 376,736 455,324 190,297 1,843,319

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 820,962 376,736 455,324 190,297 1,843,319

セグメント利益又は損失

（△）
21,397 31,634 △5,905 33,178 80,304

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 80,304

セグメント間取引消去 3,482

全社損益（注） △132,004

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △48,218

　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　（注）全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（のれんの金額の重要な変動）

　「建設関連サービス事業」セグメントにおいて、株式会社フジ土木設計の株式を取得し、連結の範囲に含

めたことにより、のれんが69,103千円増加しております。
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取得の対価 現金及び預金 2,650,000千円

取得原価 2,650,000千円

（重要な後発事象）

（株式取得による企業結合）

　当社は、2023年10月12日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社メイホーエクステックが

今田建設ホールディングス株式会社の発行済株式の全部を取得することを決議し、2023年10月12日付で株式会社

メイホーエクステックは株式譲渡契約を締結いたしました。当該株式譲渡契約に基づき、2023年11月１日付で同

社の全株式を取得し、同社及びその完全子会社２社を子会社化いたしました。

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及び事業の内容

① 被取得企業の名称　　今田建設ホールディングス株式会社

事業の内容　　　　　経営管理業務

② 被取得企業の名称　　今田建設株式会社

事業の内容　　　　　建設業

③ 被取得企業の名称　　ハーミット株式会社

事業の内容　　　　　建設業

（２）企業結合を行った主な理由

　今田建設ホールディングス株式会社の子会社である今田建設株式会社は1891年に大阪府大阪市浪速区

で創業され、130年を超える業歴を誇る企業であります。老舗企業の強みである信用、伝統、知名度、

蓄積された経験を活かし、大阪メトロを中心に鉄道工事及び官公庁、民間の建築工事を受託しておりま

す。

　株式会社メイホーエクステック傘下の４社（株式会社東組、株式会社愛木、株式会社有坂建設、株式

会社三川土建）との強みを融合することにより、単なるスケールメリットだけでなく、人材の交流や建

設現場での体験・施工ノウハウ等の技術共有がより実現可能となり、経営資源の有効活用へとつながる

ことで、より一層地域社会に貢献できるものと考え、協議の結果、今田建設ホールディングス株式会社

がメイホーグループに参画することについて合意いたしました。

（３）企業結合日

2023年11月１日

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称

変更はありません。

（６）取得した議決権の比率

100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社の連結子会社である株式会社メイホーエクステックが、現金を対価として今田建設ホールディン

グス株式会社の株式を取得したことによるものです。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

３．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　　94,500千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

- 11 -

株式会社メイホーホールディングス(7369)　2024年６月期 第１四半期決算短信



１．形態 タームローン

２．借入金額 2,700,000千円

３．契約締結日 2023年10月27日

４．実行日 2023年10月31日

５．借入期間 10年

６．適用利率 基準金利＋スプレッド

７．担保 無担保

８．保証
株式会社メイホーエクステック、今田建設ホールディングス株式会

社、今田建設株式会社の３社による特定債務保証

９．アレンジャー及びエージェント 株式会社みずほ銀行

10．参加金融機関
株式会社大垣共立銀行、株式会社十六銀行、株式会社百五銀行、株式

会社名古屋銀行、株式会社三十三銀行

11．財務制限条項

（１）2024年６月期決算以降、各年度の決算期の末日における連結の

貸借対照表上の純資産の部の金額を2023年６月決算期末日にお

ける連結の貸借対照表上の純資産の部の金額の75％および直前

の決算期末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額

の75％のいずれか高い方の金額以上に維持すること。

（２）2024年６月期決算以降の決算期を初回の決算期とする連続する

２期について、各年度の決算期における連結の損益計算書に示

される経常損益が２期連続して損失とならないようにするこ

と。なお、本号の遵守に関する最初の判定は、2025年６月決算

期およびその直前の期の決算を対象として行われる。

（多額な資金の借入）

　当社は、2023年10月12日開催の取締役会において、今田建設ホールディングス株式会社の株式取得資金の調達

を目的とした借入を行うことを決議し、2023年10月27日付でシンジケートローン契約を締結、2023年10月31日に

借入を実行しております。
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